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ザーネン種のヤギ、のべ 8 頭をうち 4 頭で生体力学特性、および 6 頭で組織学的特性の検討を行
った。 
生体力学的な検討としては、切除された食道を 4 等分して 4 領域(口側からⅠ, Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ)に分け、
各領域の両端を絹糸で結紮し閉じ、対象領域の管腔内に生理食塩水を注入していき、その注入量
と食道内圧の関係を記録した。また、結果の解析のため生体軟部組織の力学的特性を表す 2 つの









それぞれ統計学的検討は Tukey-Kramer test を用いて行い、p<0.05 を有意差ありとした。 
食道の容量―内圧検査から、Compliance は内圧が 20mmHg のときに segmentⅠで C =0.074 ± 
0.0030 (/mmHg)、Ⅳで C=0.018 ± 0.0054 (/mmHg)と下部食道で有意に大きいことが示された
(p < 0.05)。また Stiffness Parameter は、segmentⅠでβ =  0.54 ± 0.16 、Ⅳでβ = 0.32 ± 
（書式１２） 
0.11 と口側に大きい傾向が見られたが、統計学的な有意差は認めなかった(p = 0.14)。 
組織学的解析では、ヤギの食道は内側筋層に縦走筋、外側筋層に輪状筋が走行する傾向を認めた。
また、食道の部位間で固有筋層・内側筋層の面積が下部食道で大きく、固有筋層における内側筋
層と外側筋層の占有比は上部下部で大きく異なることが示された。 
ヤギ食道は単純な筋性管腔構造ではなく、上部と下部とで異なる特性をもつ管腔であることが示
された。上部食道は壁が硬く、外側筋層つまり輪状筋が優位な構造となっているため、機能的に
は管腔を閉じる働きが中心であることが示唆され、一方下部食道は柔らかく、内側筋層つまり縦
走筋が優位な構造となっており、機能的には管腔を短縮させる動きが中心となっている可能性が
示唆された。このように示された食道の各部位での輸送能の質的な分類は、今後有効な蠕動運動
を人工的に再現することに寄与するものであると考えられる。 
 

